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はじめに

立川市教育委員会は、平成 27（2015）年 7月に策定した｢第２次図書館基本計画｣につい

て、平成 31（2019）年度に計画期間を終了するにあたり、さらなる少子・高齢社会や国際

化、高度情報化の急速な進展など社会経済情勢の変化や時代のニーズに対応した図書館施策

を展開することが求められていることを鑑み、図書館協議会からの意見等を反映したうえで、

本市図書館運営の指針となる「立川市第３次図書館基本計画」を策定しました。

本計画は、立川市第４次長期総合計画の後期基本計画に基づく個別計画として、身近な情

報拠点として、くらしに役立ち市民の学びを支える図書館を目指し、今後５年間の本市図書

館のサービスの方向性を具体的に示したものです。

なお、昭和 52（1977）年 12 月に策定した「図書館行政基本計画」に定められた、本市の

図書館行政を行ううえで基本となる“図書館づくりの５本の柱”については、本計画におい

ても引き続き堅持・踏襲し、その実現に向けた取り組みを積極的に展開してまいります。

立川市教育委員会

立川市図書館の図書館づくりの５本の柱

① 身近なところにある図書館

② くらしに役立つ図書館

③ 親しみやすく利用しやすい図書館

④ 誰でも利用できる図書館

⑤ 読書の自由を保障する図書館
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第１章 計画の策定にあたって

1 計画策定の背景、目的

図書館を取り巻く状況は、さまざまな社会情勢の変化とともに、個人一人ひとりのニーズが多様

化し、幅広いサービスの提供、より高度な専門性が求められています。

立川市図書館では、昭和 52（1977）年 12 月に、立川市図書館の運営指針となる「図書館行政基本

計画」を策定し、その中で“図書館づくりの５本の柱”を定め、その実現に向けた取組を積極的に

展開してきました。具体的には、市民の権利を尊重しながら、誰もが利用でき、親しみやすい図書

館づくりを心掛けてきました。また、市内に９つの図書館を設置し、身近なところにある、くらし

に役立つ図書館を実現してきました。

この“５本の柱”は、市民の権利を守り、市民のための図書館を実現させるための方針であり、

その後の策定された計画においても引き続き堅持・踏襲し、その実現に向けた取組を進めていきま

す。

（１）第１次図書館基本計画

立川市図書館基本計画（第１次計画に相当）は、立川市第３次長期総合計画の第３次長期総合計

画の第３次基本計画に基づく個別計画として、平成 22（2010）年５月に策定したもので、「市民や地

域の知的・創造活動を推進し、共に歩む図書館」を基本理念として掲げ、取り組むべき４つの施策

と 70 の具体的取組を示しました。

（２）第２次図書館基本計画

その後、平成 27（2015）年６月に策定した「第２次図書館基本計画」は、立川市第４次長期総合

計画の前期基本計画の中での施策の基本方針を受けて、「地域の情報拠点として、くらしに役立つ身

近な図書館」を基本理念とし、３本の「施策の柱」を掲げ、10 の基本事業及び 25 の具体的取組事項

を展開しました。

（３）第３次図書館基本計画

第２次図書館計画が、平成 31（2019）年度に計画期間の終了を迎えることから、これまでの取組

を踏まえつつ、立川市第４次長期総合計画の後期基本計画に基づく個別計画として、地域の情報拠

点、生涯学習の拠点施設としての役割を果たすことができる図書館を目指し、今後５年間の本市図

書館のサービスの方向性を具体的に示していきます。

計画策定にあたっては、図書館協議会による「立川市図書館基本計画の中間総括にかかる第三者

評価に関する報告書」や、立川市教育委員会へ報告する「教育に関する事務の管理及び執行の状況

の点検及び評価に関する報告書」等の評価結果に基づき、施策の柱・基本事業・取組事項の精査を

行い、効果的な施策展開が可能となるよう留意していきます。

なお、図書館における計画策定の必要性については、平成 20（2008）年 6 月に改正された図書館

法において、図書館の「運営の状況に関する評価等」および「運営の状況に関する情報の提供」に

おいて規定されています。また、図書館の設置及び運営上の望ましい基準（平成 24 年 12 月 19 日文

部科学省告示第 172 号）では、図書館事業に関する基本的な運営方針の策定と、それを踏まえた適

切な指標や目標の設定と事業計画の策定と公表に努めることが示されています。
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２ 計画の位置づけ

本計画は、第４次長期総合計画の後期基本計画に基づく個別計画として策定します。また、「第４

次子ども読書活動推進計画」と整合性を図りながら、図書館運営の基本的な方向と具体的な方策を

明らかにし、関連する施策を体系的に実施することとしています。

３ 本計画と子ども読書活動推進計画
図書館に関する個別計画として、本計画とともに「立川市子ども読書活動推進計画」があり、子

どもの読書にかかる具体的取組については、「第４次子ども読書活動推進計画」において一元的に管

理し、本計画の中では「第４次子ども読書活動推進計画」全体を包括して管理することとします。

４ 計画の期間
令和２ (2020)年度を初年度として、令和６（2024）年度までの５年間とします。

５ 進行管理

各施策の進捗について、毎年度教育委員会による点検・評価を行うとともに、立川市図書館協

議会においても実施状況についての評価を受けることとします。

これらの評価を参考に、ＰＤＣＡサイクルによる取組を進め、計画の実現を図ります。

立川市第４次長期総合計画（平成 27（2015）年度〜令和６（2024）年度）

将来像：にぎわいとやすらぎの交流都市 立川

後期基本計画（令和２（2020）年度〜令和６（2024）年度）

都市像：育ち合い、学び合う文化の香り高いまち

政策：子ども・学び・文化

施策：生涯学習社会の実現

立川市第３次図書館基本計画
（令和２（2020）年度〜令和６（2024）年度）

立川市第４次子ども読書活動推進計画
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第２章 図書館の目指す姿

１ 第４次長期総合計画・後期基本計画 施策８ 生涯学習社会の実現

- 図書館関連抜粋 -

目的

●生涯にわたり自分の意思で学び活躍できるまちを目指します。

主な課題

●資料・情報の多様化・電子化が進み、情報拠点としての図書館機能の強化や将来の収蔵スペ

ースの確保に向け、資料・情報の共同保存等が課題となっています。また、中央図書館の統

括による地区図書館の安定した運営体制を維持するために、専門性の高い職員の育成と確保

が求められています。

基本事業

●地域情報拠点としての図書館の運営

・図書館の基幹である人材を生かして、地域に根ざした市民に役立つ情報を収集し、提供しま

す。

・読書活動や調査研究活動を通じて、多様な価値観の醸成や課題解決等の支援につながる生

涯学習拠点としての図書館機能の強化に取り組みます。

・情報媒体の多様化に対応できるよう効果的なシステムの構築と環境整備を図るとともに、将

来の収蔵スペースの確保に向け、広域連携等による共同保存の検討を進めます。

成果指標 基準値

（H25 年度）

現状値

（H30 年度）

目標値

（R６年度）

図書館資料を借りた延べ利用者数 522,879 人 522,879 人 638,000 人

立川市図書館は、立川市長期総合計画後期基本計画（令和２（2020）年度〜令和６（2024）年

度）に基づき、生涯学習社会の実現のために、生涯にわたり自分の意思で学び活躍できるまちを

目指し、基本事業として「地域情報拠点としての図書館の運営」を掲げ、以下の３つの項目に取

り組みます。

① 図書館の基幹である人材を生かして、地域に根ざした市民に役立つ情報を収集し、提供します。

② 図書館を活用した読書活動や調査研究活動を通じて、多様な価値観の醸成や課題解決策等の支

援につながる生涯学習拠点としての機能強化に取り組みます。

③ 情報媒体の多様化に対応できるよう効果的なシステムの構築と環境整備を図るとともに、将来

の収蔵スペースの確保に向け、広域連携等による共同保存の検討を進めます。

こうした項目の取り組みにあたっては、資料・情報の多様化・電子化が進み、情報拠点として

の図書館機能の強化や、将来の収蔵スペースの確保に向け、資料・情報の共同保存等が課題とな

っています。また、中央図書館の統括による地区図書館の安定した運営体制を維持するために、

専門性の高い職員の育成と確保が求められています。

図書館は、「知りたい」「学びたい」という気持ちに応え、日々の暮らしに寄り添い、日常生活

における様々な課題を解決するための資料や情報を提供するとともに、常に改善とチャレンジす

る意識を持ち、学校をはじめとする教育機関や地域やボランティア団体等関係機関・関係団体と

連携、協力することでより充実した図書館サービスの推進を目指します。
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２ 計画の体系

本計画では、第４次長期総合計画の後期基本計画の中での施策の基本方針を受けて、「身近な

情報拠点として、くらしに役立ち市民の学びを支える図書館」を基本理念とし、今後５年間を

見据えた３本の「施策の柱」を掲げ、９の基本事業及び 24 の具体的な取組を展開していきます。

①身近なところにある図書館

②くらしに役立つ図書館

③親しみやすく利用しやすい図書館

④だれでも利用できる図書館

⑤読書の自由を保障する図書館
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３ 本計画の基本的な考え方

本市図書館では、今後５年間の目指す図書館像を明確にし、より的確な利用者サービスを

展開するため、「立川市第３次図書館基本計画（令和２（2020）年度〜６（2024）年度）」を

策定し、図書館運営の基本方針とします。

これからの図書館は、地域の情報拠点である図書館の機能充実が求められており、利用者

へのサービス拡充、蔵書資料の充実、利用施設・システムの整備を進めるなど、図書館機能

の強化を図ることにより、多様化した利用者ニーズに十分かつ柔軟に対応していきます。

これにより、本計画の３つの施策の柱に基づいた具体的な取組項目を明示していきます。

（１）学びと課題解決を支援する図書館

利用者にとって、魅力ある図書館であるためには、時代の変化に対応して、常に新鮮な

蔵書構成を維持する必要があり、明確な資料収集方針に基づいた適正かつ効果的な選定作

業が必要不可欠です。そのため、定期的に収集方針を見直すとともに、限られた保存スペ

ースを有効利用できるよう資料の除籍・保存方針についても随時見直し、多様化・高度化

した利用者ニーズに対応しながら、新鮮かつ魅力的な書架を提供していきます。

また、利用者に対し、課題解決の支援や情報提供が的確にできるよう、レファレンスサ

ービスの充実を図ります。

あわせて、利用者が自発的に検索や調べものができるよう、特定のテーマや課題につい

て、資料や情報を探すための手引書（パスファインダー）の作成や、「よくある質問（レ

ファレンス事例集）」を充実していきます。

（２）くらしに役立ち利用しやすい図書館

これからの図書館は、読書の支援だけでなく、問題解決に必要な資料・情報の提供、蔵

書資料の有効活用など学習活動への支援が求められており、広報紙や図書館ホームペー

ジ、館内掲示等だけでなく、企画展示や読書ウィークなどを通じて積極的に情報発信して

いきます。

また、市民ニーズの複雑化・多様化により、ビジネス・就職等生活に直結した資料や情

報に対する要望等が高まっており、細分化したニーズに柔軟に対応していくとともに、平

成 31（2019)年度をもって全ての隣接市図書館との相互利用が供され、市境周辺市民の利

便性向上の定着化と、さらなる地域間交流により、本市が目指すまちづくりの将来像「に

ぎわいとやすらぎの交流都市 立川」につなげていきます。

新たな取組としては、利用者の関心が高く、利便性向上につながるデジタルアーカイブ

化などのデジタル情報サービス提供の可能性について、調査・研究を進めていきます。
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本計画では、前計画の成果と課題を適切に反映するとともに、「図書館づくりの５本の柱」

を踏まえた中で、主に「図書館サービス」及び「図書館運営」に重点を置いて、それらを具

現化するための新たな取組を示していきます。

（３）図書館の効率的・効果的な運営

図書館利用者への利用環境の更なる利便性向上のため、無線ＬＡＮの導入等、図書館内

Ｗｅｂ環境の整備を図るなど、急速に進んでいる情報媒体の多様化に対応できるシステム

を構築していきます。

また、平成 27（2015）年４月より、地区図書館全８館の運営体制が指定管理者による管

理・運営へ移行し、中央図書館と地区図書館との連携強化や情報の共有化を図っていると

ころですが、中央図書館の業務には、市図書館としての計画や方針、選書・除籍といった

基準等の運用、地域文化や郷土資料の収集・活用など、図書館運営のマネージメントや課

題解決能力が求められ、基幹図書館としての中央図書館が果たすべき役割は大きいが、一

方で、少子高齢化・人口減少社会の到来への対応として行財政改革に取り組み、持続可能

な行政サービスへの対応も全市的課題となっており、中央図書館に民間活力を取り入れた

効率的なサービス提供体制の導入が検討されるなか、多様化する利用者ニーズへどう対応

していくかが課題となっています。

地区図書館との連携強化や情報の共有化、統括館としての中央図書館の果たすべき

役割等について検討を進め、効果的かつ効率的な図書館運営を推進していきます。




































































































